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管内各地の な情報をお届けします。旬TOPICS

　
　
　【青
年
部
】

道
内
最
速
地
熱
き
ゅ
う
り

共
選
始
ま
る

【
森
】

　３
月
16
日
に
「
森
町
農
産
物
生
産
出
荷
組
合
き
ゅ

う
り
部
会
」
の
役
員
が
立
ち
合
い
、
き
ゅ
う
り
の
共

選
が
「
北
斗
市
き
ゅ
う
り
選
果
施
設
」
で
始
ま
っ
た
。

き
ゅ
う
り
の
出
荷
は
道
内
で
最
も
早
く
、
道
内
市
場

を
は
じ
め
、
札
幌
・
函
館
の
市
場
を
中
心
に
６
月

末
ま
で
出
荷
す
る
。

　本
年
度
は
14
戸
の
農
家
が
作
付
け
し
、
生
産
量

２
７
０
ト
ン
、
販
売
高
１
億
２
０
０
０
万
円
を
計
画

し
て
い
る
。

　愛
場
部
会
長
は
「
定
植
か
ら
曇
天
が
続
き
、
５

日
ほ
ど
出
荷
が
遅
れ
た
が
、そ
の
後
の
生
育
は
順
調
。

新
鮮
で
み
ず
み
ず
し
く
甘
い
き
ゅ
う
り
を
ぜ
ひ
味

わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

道内一早く始まった地熱きゅうり共選（北斗市で）

「
し
り
う
ち
に
ら
北
の
華
」で

地
域
活
性
化
に
貢
献

【
知
内
】

　知
内
営
農
セ
ン
タ
ー
と
知
内
地
区
女
性
部
は
３
月

８
日
、
知
内
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
知
内
町
中
央

公
民
館
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
た
「
第
28
回
し
り
う

ち
味
な
合
戦
冬
の
陣
カ
キ
Ｖ
Ｓ
ニ
ラ
ま
つ
り
」
に
出

店
し
た
。

　会
場
で
は
、
ニ
ラ
生
産
出
荷
組
合
が
提
供
し
た
同

町
特
産
の
ブ
ラ
ン
ド
ニ
ラ
「
北
の
華
」
を
ニ
ラ
し
ゃ
ぶ

に
し
て
無
償
提
供
し
た
ほ
か
、「
北
の
華
」
の
特
価

で
販
売
。
知
内
地
区
女
性
部
は
手
作
り
の
「
赤
飯
」

や
「
べ
こ
も
ち
」「
み
そ
」
な
ど
地
元
の
味
を
来
場

者
に
届
け
た
。

　同
営
農
セ
ン
タ
ー
青
山
営
農
セ
ン
タ
ー
長
は
「
昨

年
は
急
遽
中
止
と
な
っ
た
が
、
今
年
は
無
事
に
開
催

で
き
て
一
安
心
し
た
。
知
内
産
ニ
ラ
『
北
の
華
』
の

販
売
や
試
食
を
通
じ
て
、
幅
広
く
Ｐ
Ｒ
で
き
た
」
と

話
し
た
。

知内女性部応援のもと、ニラしゃぶを無償提供する様子

全
議
案
承
認
／
女
性
部

第
23
回
定
期
総
会

　J
A
新
は
こ
だ
て
女
性
部
は
３
月
６
日
、
第
23
回
定

期
総
会
を
北
斗
市
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
い
た
。
女
性

部
員
を
は
じ
め
、Ｊ
Ａ
役
職
員
や
来
賓
ら
48
名
が
出
席
。

　森
永
部
長
が
挨
拶
し
、
２
０
２
５
年
度
事
業
報
告
と

２
０
２
６
年
度
事
業
計
画
案
を
承
認
・
可
決
し
た
。

　事
業
方
針
で
は
、
女
性
部
と
し
て
農
業
経
営
や
Ｊ
Ａ

運
営
参
画
に
協
力
し
、
将
来
に
夢
と
希
望
の
持
て
る
地

域
社
会
の
実
現
に
向
け
、
盟
友
と
と
も
に
取
組
ん
で
い

く
こ
と
を
決
め
た
。

　総
会
終
了
後
、
同
女
性
部
全
体
で
の
交
流
を
深
め
る

目
的
と
し
て
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　極
太
の
チ
ャ
ン
キ
ー
ヤ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
毛
糸
を
編
ん

で
作
る
「
マ
ン
ド
ゥ
バ
ッ
グ
」
を
作
成
。
そ
れ
ぞ
れ
個
性

豊
か
な
仕
上
が
り
と
な
り
、
参
加
者
同
士
で
作
品
を
見

せ
合
い
な
が
ら
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
楽
し
さ
を
体
験
し
た
。

「マンドゥバッグ」作りを行う部員たち

新
部
長
が
就
任
／
青
年
部

第
23
回
定
期
総
会

　J
A
新
は
こ
だ
て
青
年
部
は
3
月
9
日
、
第
23
回
定

期
総
会
を
北
斗
市
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
い
た
。
青
年

部
員
を
は
じ
め
、
J
A
役
職
員
や
来
賓
ら
47
名
が
出
席
。

　令
和
7
年
度
事
業
報
告
や
令
和
8
年
度
事
業
計
画

案
、
役
員
改
選
に
つ
い
て
承
認
、
可
決
し
た
。 

　新
部
長
と
な
っ
た
出
口
部
長
は
「
農
作
業
安
全
事
業

は
地
域
農
業
を
守
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
。
我
々
の
よ

う
な
担
い
手
世
代
か
ら
地
域
の
農
業
者
へ
安
全
意
識
を
浸

透
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

令
和
8
年
度
の
役
員
体
制
は
以
下
の
通
り
。▽
部
長
＝

出
口
勇
仁
（
新
）▽
副
部
長
＝
長
内
慶
太
（
再
）、
澤
田

光
一
（
新
）▽
理
事
＝
清
文
泰
（
新
）、田
中
浩
太
（
再
）、

坂
本
晃
一
（
新
）、
奥
山
俊
輝
（
再
）、
舟
田
圭
佑
（
再
）

▽
監
事
＝
福
田
浩
太
郎
（
新
）、
浅
野
孝
義
（
新
）

新年度の抱負を述べる出口新部長（右）

　
　
　【女
性
部
】
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﹃
自
分
自
身
を
超
え
る
た
め
に
﹄

濁川地区

柴田　倖治さん （28）
しばた　こうじ

取扱品目：きゅうり25a／トマト25a

―
就
農
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
地
元
の
森
高
等
学
校
を
卒
業
後
︑
本
州
で
数
年
間
働
き
︑
そ
の
後
地
元
に
戻
り
ま
し
た
︒

実
家
が
農
家
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
︑
25
歳
の
時
に
就
農
し
ま
し
た
︒

　
幼
い
頃
か
ら
家
の
手
伝
い
で
農
作
業
に
関
わ
っ
て
い
た
た
め
︑
あ
る
程
度
の
知
識
は
あ
り

ま
し
た
が
︑
小
さ
い
頃
は
自
分
の
意
志
で
や
っ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒
な

の
で
︑
改
め
て
農
業
の
現
場
で
１
か
ら
学
び
直
そ
う
と
思
い
ま
し
た
︒

―
農
業
を
始
め
て
苦
労
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
就
農
直
後
に
父
が
入
院
し
︑
自
分
が
作
業
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒
１
年
で
２
作
行
っ

て
い
る
こ
と
や
︑
知
識
不
足
な
ど
も
あ
り
温
度
管
理
や
水
管
理
な
ど
と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
︒

で
す
が
︑
周
り
の
方
々
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
︑
何
と
か
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

―
農
業
を
し
て
い
て
や
り
が
い
を
感
じ
る
瞬
間
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
同
じ
面
積
で
前
年
よ
り
も
収
量
が
増
え
た
と
き
に
︑
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
︒
昨
年
の
自

分
と
競
い
合
っ
て
い
る
よ
う
な
感
覚
が
あ
り
︑
自
分
の
成
長
を
実
感
で
き
る
瞬
間
で
す
︒

―
仕
事
を
す
る
上
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
分
か
ら
な
い
こ
と
は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
︑
必
ず
調
べ
た
り
周
り
の
人
に
聞
い
た
り
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
︒
周
囲
に
は
知
識
や
経
験
が
豊
富
な

方
が
多
い
の
で
︑
焦
ら
ず
自
分
の
ペ
ー
ス
で
着
実
に
取

り
組
む
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
︒

―
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
人
手
が
確
保
で
き
れ
ば
︑
ト
マ
ト
の
栽
培
規
模
を
さ

ら
に
拡
大
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　
近
年
は
人
手
不
足
で
作
付
面
積
が
減
少
し
て
い
ま
す

が
︑
収
量
を
落
と
さ
ず
に
規
模
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が

目
標
で
す
︒

きゅうりとトマトはそのまま食べるのが一
番と教えてくれました。
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「生態と初期防除対策」

ホウレンソウケナガコナダニ対策「ほうれんそう編」

１　生　態
　ケナガコナダニ類は、家内の畳や布団、食品に発生し、ダニアレルギーの一因とされる種や、ホウレン
ソウケナガコナダニのように屋外の土壌に生息する種など生息域は様々です。前者は高温多湿を好み、年
中発生が見られます。後者は比較的低温を好み、高温乾燥に弱いため、春、秋季に発生量が多くなります。
多くの作物に寄生しますが、顕著な被害が見られるのは施設栽培のほうれんそうです。

２　被害経過と対策
⑴ 被害の経過
　ホウレンソウケナガコナダニ（以下、本虫）は、土壌に適度な水分がある場合、土壌中の有機物を食べ
ながら増殖します。土壌が乾燥すると地表に移動、主に４葉期頃生長点付近に寄生します。食害を受け
た新葉は小さな穴が開いたり、展開不全による引きつれを起こし、葉はでこぼこになります。さらに寄
生密度が高くなると芯止まりを起こします。　
　自然界では土壌中有機物、特に藻類を摂食しながら増殖しま
す。藻類が多いほ場では、土壌が湿潤状態であれば表面が緑色
に、乾燥するとオレンジ～赤色に覆われます（写真）。耕起による
すき込みで土壌藻類含量が増加し、本虫の密度が増加します。

⑵ 対　策
　本虫を根絶することは不可能であり、いかに生息密度を低減
し、ほうれんそうへの移動量を減少させるかが重要です。
●は種前から２葉期の土壌施用薬剤の使用　　下表●２～６葉期の重点薬剤散布
　特にかん水を控え、土壌が乾燥する時期の防除が肝要になり
ます。また、防除の際は、薬液が作物の隅々まで付着するよう展
着剤を加用することが効果的です。
　被害が集中する春、秋季にしっかり防除対策を実践し、秀品率
の向上に努めましょう。

表　ほうれんそう初期生育時の防除体系例
生育ステージ

は種前
フォース粒剤
9㎏/10a

全面土壌混和

コテツベイト
3～6㎏/10a
全面土壌散布

子葉展開以降
はいずれかの
薬剤を選択

スミチオン乳剤
1,000～2,000倍
収穫21日前まで

子葉展開 ２葉期 ４葉期 ６葉期施用別

土壌施用

茎葉散布
300ℓ/10a

※農薬の使用にあたってはラベルをしっかり確認し、適正に使用してください。

写真　藻類が発生したほ場
　　　 （オレンジの部位）

ネコナカットフロアブル
1,000倍 収穫3日前まで

モベントフロアブル 2,000倍 収穫7日前まで
アファーム乳剤 2,000倍 収穫3日前まで
ディアナSC 2,500倍 収穫前日まで
グレーシア乳剤 2,000～3,000倍 収穫7日前まで

渡島農業改良普及センター

普及センター活動紹介、地域の動き・技術情報など、是非ご覧下さい！
グリーンタイムがホームページで閲覧できるようになりました

▲

7

健苗育成に努めましょう！

水稲

◎浸種について
　温湯消毒を処理した種子を低い水温や10日以上の長時間浸種すると、出芽が不揃いになってしまうこ
とがあるため、浸種は丁寧に行いましょう。
　水温は11～12℃が適温で、浸種期間は7～9日、水は2～3日ごとに交換しましょう。

◎催芽について
⑴ 最適水温は30～32℃、催芽までの時間は20時間程度
⑵ 催芽の程度はハト胸から2mm程度の長さが適当
⑶ 種籾に均一な温度と十分な酸素を供給しましょう
⑷ 作業時はよく観察して、出芽が揃うようにしましょう

◎育苗前半の管理について
　温度測定は出芽揃まで地温が分かる種籾の位置、出芽揃後は葉先の高さに
温度計を設置し、苗の生育に合わせた温度管理をしましょう。

近年、育苗期間の気温が高く、苗の生育が早まり老化苗となる事例が増えています。
育苗日数30 日を目安に、移植予定日から逆算した育苗計画を立てましょう。

適切 伸びすぎ（出芽率が低下）

育苗管理のポイント

項　　　　　目

管　理　目　標 出芽の促進 根の発育促進

25～32℃（種籾の位置） 20～25℃（葉先の高さ）
32℃以上 25℃以上

与えた水が夕方には蒸発する条件下（晴天日など）でかん水する。
床土の表面が乾燥してきた時にかん水を行う。

地温が上昇する前（晴天日の早朝）に行う。は種直後は床土全体に浸透させる。

は種～出芽揃 出芽揃～本葉1.5葉期

管　理　要　点

管

　理

　内

　容

温
度

か
ん
水

適　温
換　気

基　準
目　安
手　法

温度調節法

被覆資材（シルバーポリトウ）で保温し、ハウ
ス換気で急激な温度変化を抑える

苗床の過湿を避け、ハウス内の乾燥に努める

肩換気、無風の時は裾換気。

種籾がヤケない様にハウスの肩換気。
換気を行っても育苗箱内の温度が高くなり
すぎた場合は、被覆をめくってかん水を行
い、温度を下げる。その後落ち着いたら被
覆を行う。

渡島農業改良普及センターのホームページ http://www.oshima.pref.hokkaido.lg.jp/ss/nkc/

連絡先 0138-77-8242 6



カツヨウシヨウ Vol.2

　当組合が第７次地域農業振興計画で掲げる「農業所得の増大」「対話を通じた組合員との関係強化」の
実現を目指し、実践ツールである「営農サポートシステム」の利用可能メニューを順次拡充しております。
　この度、その一環となる「組合員経営分析・生産性分析」機能を活用し「生産実績表」を作成いたし
ました。
　本年度は「うるち米」「もち米」の分析を行い、各営農センターより順次配布されますので本年度の生
産に向けた参考としてご活用ください。

（注）関連データの不足により十分な分析ができず、実態と乖離した分析結果となっている場合がありま
すのでご了承願います。また、生産履歴を正確かつ詳細に記入いただくことで、より正確な分析が
可能となりますのでご理解の程宜しくお願い致します。

・作物別の収支、10aあたりの反収、肥料・農薬の使用状況などの情報を組み合わせることで次年
度に向けた生産活動を支援します。
・反収の比較、作業タイミングの比較などにより次年度の改善ヒントを見出し生産性の高位平準化、
所得向上を目指します。
・生産実績に基づいた生産分布図によりJA全域及び地区内でのご自身の「立ち位置」を “見える化”
します。

「組合員経営分析・生産性分析」とは

・生産履歴データ、精算実績データ、土壌分析データなどJAに蓄積されているデータをもとに戸別
の「組合員経営分析・生産性分析」を行い「生産実績表」を作成しております。
・本年度は「うるち米」「もち米」の生産実績表を作成しました。今後、順次分析品目を拡大してま
いります。

「生産実績表」とは

生産実績表の見方など不明な点は各営農センターへお問い合わせください。

生産実績表〈見本〉 拡大図①【生産分布図】

★あなたの高品質米比率と反収の位置を表しています。
◇ 所属支所内の生産者の位置を表しています。
◦ 全支所の生産者の位置を表しています。
（JA出荷主食米のみの数値）

拡
大
図
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左上から、入江明美さん、沼村葉子さん、石垣順子さん、
　　　　 川村秀子さん
左下から、吉田愛子さん、小森さやかさん

た
ま
ふ
く
ら
春
巻
き

森
地
区
の
た
ま
ふ
く
ら
を
使
っ
た

た
ま
ふ
く
ら

～地産地消～

母ちゃんの

stagram飯
め し

森地区女性部

今回料理を紹介していただくのは…

森地区女性部

作り方

① 人参とごぼうはささがきにして、サツマイモは千切りにして、ごぼうとサツマイモは水にさらす。
② しいたけは軸の部分を切ってスライスにして、えのきは石づきを切り落とし、三等分にしてほぐす。
③ 大葉を洗い、千切りにする。
④ ①②③の具材とひき肉とたまふくらを加え、チーズ、みそ、塩コショウをボウルに入れて混ぜ合わせる。
⑤ 春巻きの皮をひし形において④で作った具をのせる

⑥ 奥の角の縁に小麦粉を水で溶いてつける。
⑦ 手前の角を具の上へ乗せて、左右の角を内側に折りたたみ奥側にむかってしっかり 
 　巻き、閉じる。

⑧ フライパンに春巻きが浸るぐらいの油を引いて、揚げる。
⑨ 春巻きがきつね色になったら完成。

「春巻きの皮の手前に具をのせると
バランスよく巻くことができます」

「巻くときは、しっかりのりつけし、
揚げた時にはがれてこないようにし
て、皮の表面に具がついていると
焦げ目になるので気を付けて巻いて
ください」

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
各
地
区
女
性
部
員
の
方
に
、
そ
の
地
区
に
ゆ
か
り
の
あ
る
農
畜
産
物
や
加
工
品
を
用
い
た
料
理
を

ご
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

Meshistagram

485likes

# たまふくら#サツマイモ
#野菜たっぷり
#パリパリ
#隠し味は手作りみそ

【
栄
養
素
】
タ
ン
パ
ク
質

【
効
果
】
筋
肉
や
肌
、
髪
、
内
臓
な
ど
体
を
つ
く
る
材
料
に
な
る
大
切
な
栄
養
素
で
、

体
の
修
復
や
成
長
、
免
疫
力
の
維
持
に
も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
不
足
す
る
と
疲
れ
や
す

く
な
っ
た
り
、
筋
力
が
落
ち
た
り
、
肌
や
髪
が
弱
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ひきにく（牛豚合挽）……２００g
春巻きの皮……………… ２０枚
みそ…………………… 大さじ1
チーズ………………………１袋
塩コショウ ……………… 少々
油………………………… 適量
小麦粉（水で溶く）……… 適量

材料（４名分）
たまふくら………………３００g
サツマイモ…………………１本
人参…………………………２本
ごぼう……………………小２本
えのき………………………１袋
しいたけ……………… １パック
大葉……………………… ２０枚
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タ

ー
生
産
資
材
課

嘱
託
再
雇
用

本
　
店

■
営
農
セ
ン
タ
ー
長

　審
査
役

中
島
　賢
哉

せ
た
な
営
農
セ
ン
タ

ー
営
農
課
長
（
営
農

セ
ン
タ
ー
長
代
理
）

考
査
役

■
庶
務
担
当
係
長

　（営
農
課
兼
務
）

　調
査
役

■
営
農
課
長

　（営
農
セ
ン
タ
ー

　長
代
理
）
考
査
役

■
営
農
課

■
生
産
施
設
課
長

　調
査
役

■
生
産
施
設
課

　調
査
役

■
生
産
施
設
課

　（庶
務
担
当
兼
務
）

■
生
産
資
材
課
長

　調
査
役

■
生
産
資
材
課

■
生
産
資
材
課

神
野
　克
子

山
内
　暢

東
間
　豊
美

田
中
　大
助

粕
谷
　直
人

三
津
橋
　一
江

西
脇
　正
樹

笹
森
　博
喜

工
藤
　慶
和

せ
た
な
中
央
支
店
次

長
（
信
用
担
当
）
調

査
役

せ
た
な
営
農
セ
ン
タ

ー
営
農
課
　調
査
役

せ
た
な
営
農
セ
ン
タ

ー
生
産
資
材
課

八
雲
営
農
セ
ン
タ
ー

生
産
施
設
課
長
　調

査
役

せ
た
な
営
農
セ
ン
タ

ー
生
産
資
材
課
長

調
査
役

せ
た
な
営
農
セ
ン
タ

ー
庶
務
担
当
（
営
農

課
兼
務
）

せ
た
な
営
農
セ
ン
タ

ー
生
産
施
設
課
長

調
査
役

せ
た
な
営
農
セ
ン
タ

ー
生
産
資
材
課
（
購

買
渉
外
担
当
）

せ
た
な
営
農
セ
ン
タ

ー
生
産
施
設
課

せ
た
な
営
農
セ
ン
タ
ー

■
営
農
課
長 

　考
査
役

■
営
農
課
係
長

　調
査
役

■
生
産
施
設
課
長

　（営
農
セ
ン
タ
ー

　長
代
理
）
考
査
役

北
川
　徹

加
藤
　雄
貴

三
浦
　治

八
雲
営
農
セ
ン
タ
ー

営
農
課
長
（
営
農
セ

ン
タ
ー
長
代
理
）
考

査
役

酪
農
畜
産
部
南
部
酪

農
畜
産
セ
ン
タ
ー
係

長
　主
幹

知
内
営
農
セ
ン
タ
ー

営
農
課
長
（
営
農
セ

ン
タ
ー
長
代
理
）
考

査
役

知
内
営
農
セ
ン
タ
ー

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ
【
令
和
８
年
4
月
1
日
付
】

新

　
　任

氏

　
　名

旧

　
　任

新

　
　任

氏

　
　名

旧

　
　任

新

　
　任

氏

　
　名

旧

　
　任

新

　
　任

氏

　
　名

旧

　
　任

■
営
農
課
係
長

　主
幹

■
営
農
課

　（庶
務
担
当
兼
務
）

■
営
農
課

■
生
産
資
材
課

　主
査

藤
澤
　純
一

木
村
　美
由
記

疋
田
　東
吾

榎
本
　瑠
菜

知
内
営
農
セ
ン
タ
ー

営
農
課
係
長
　主
幹

厚
沢
部
営
農
セ
ン
タ

ー
生
産
資
材
課 

厚
沢
部
営
農
セ
ン
タ

ー
生
産
施
設
課 

厚
沢
部
営
農
セ
ン
タ

ー
営
農
課
（
庶
務
担

当
兼
務
）
　主
査

厚
沢
部
営
農
セ
ン
タ
ー
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JA新はこだて
ホームページリニューアルのお知らせ

Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
！

お
時
間
の
あ
る
と
き
、

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
！

令
和
７
年
12
月
22
日

新しいホームページは
コチラから https://www.ja-shinhakodate.jp/

JA新はこだて

ＪＡ新はこだて
公式キャラクター「はこたま」

故畠山良一氏の叙位叙勲伝達式にて ご遺族へ、勲記と勲章が手渡される様子

故畠山良一氏に旭日双光章
　　JAグループと地域農業発展に尽力

　ホクレン農業協同組合連合会の元代表理事副会長で、昨年12月に逝去された畠山良一氏に対し、
従六位および「旭日双光章」が追贈された。
　畠山氏は平成20年7月から29年6月までJA新はこだての代表理事組合長、令和２年６月から令和５
年６月までホクレン農業協同組合連合会の元代表理事副会長を務め、組合員の営農支援や組合運営
の充実に力を尽くすとともに、地域農業の振興と発展に大きく貢献された。長年のこうした功績が評価
され、今回の叙位叙勲となった。
　勲章は今年1月に発表され、3月11日に伝達式が行われた。当日は渡島総合振興局長他関係者が訪
れ、ご遺族へ勲章と勲記が手渡された。
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Information
■
森
支
店

　（ラ
イ
ナ
ー
担
当
）
髙
田
　美
由
紀
大
中
山
支
店
長

考
査
役

嘱
託
再
雇
用

■
厚
沢
部
給
油
所
長

丸
山
　謙
一

厚
沢
部
給
油
所
長
兼

上
ノ
国
給
油
所
長

嘱
託
再
雇
用

■
せ
た
な
整
備
工
場

森
山
　明
男

せ
た
な
整
備
工
場

嘱
託
再
雇
用

■
森
支
店
係
長

　主
幹

■
森
支
店

堀
場
　翔
太

阿
部
　来
海

信
用
共
済
部
共
済
推

進
グ
ル
ー
プ
（
外
務

推
進
担
当
）
主
査

七
飯
営
農
セ
ン
タ
ー

生
産
施
設
課 

森
支
店

■
八
雲
支
店

　主
査

松
本
　知
浩

森
支
店 

主
査

八
雲
支
店

本
社
経
済
事
業
部

■
経
済
事
業
部
部
長

　兼
地
区
統
括
長

　（大
野
・
大
中
山
・

　駒
ヶ
岳
エ
リ
ア
）

　審
査
役

坂
井
　哲
也

経
済
事
業
部
次
長

考
査
役

本
社
経
済
事
業
部
経
済
事
業
課

■
経
済
事
業
課

金
谷
　隼

駒
ヶ
岳
給
油
所

地
区
統
括（
厚
沢
部・上
ノ
国 

各
事
業
所
エ
リ
ア
）

■
地
区
統
括
長
兼
Ａ

　コ
ー
プ
厚
沢
部
店

　長
兼
Ａ
コ
ー
プ
館

　店
長
　考
査
役

瀬
戸
　仁

地
区
統
括
長
兼
Ａ
コ

ー
プ
厚
沢
部
店
長
兼

Ａ
コ
ー
プ
館
店
長

考
査
役

地
区
統
括（
せ
た
な・八
雲・長
万
部 

各
事
業
所
エ
リ
ア
）

■
地
区
統
括
長

　考
査
役

吉
田
　忠
朗

地
区
統
括
長
兼
せ
た

な
給
油
所
長
　考
査

役

地
区
統
括（
知
内・木
古
内
　各
事
業
所
エ
リ
ア
）

■
地
区
統
括
長
兼
知

　内
給
油
所
長

　考
査
役

角
花
　俊
人

地
区
統
括
長
兼
知
内

給
油
所
長
　調
査
役

厚
沢
部
給
油
所

■
厚
沢
部
給
油
所

田
山
　幸
樹

大
中
山
給
油
所
兼
大

中
山
ガ
ス
事
業
所

上
ノ
国
給
油
所

■
上
ノ
国
給
油
所
長

主
幹

佐
々
木
　司

木
古
内
給
油
所
長

主
幹

せ
た
な
給
油
所

■
せ
た
な
給
油
所
長

　主
幹

井
村
　建
太

せ
た
な
給
油
所
　主

任
　主
幹

知
内
給
油
所

■
知
内
給
油
所

西
村
　清
隆

駒
ヶ
岳
給
油
所

大
中
山
給
油
所

■
大
中
山
給
油
所

佐
藤
　剛
志

大
中
山
ガ
ス
事
業
所

■
大
中
山
ガ
ス
事
業

　所
兼
大
中
山
給
油

　所

小
山
内
　康
弘

木
古
内
給
油
所

大
野
給
油
所

■
大
野
給
油
所

■
大
野
給
油
所

田
中
　大
蔵

西
　ひ
と
み

八
雲
給
油
所

長
万
部
給
油
所

■
大
中
山
ガ
ス
事
業

　所
兼
大
中
山
給
油

　所

境
　大
健
　
大
中
山
ガ
ス
事
業
所

駒
ヶ
岳
給
油
所

■
駒
ヶ
岳
給
油
所
長

　調
査
役

鈴
木
　勝
美

駒
ヶ
岳
給
油
所

主
任
　主
幹

八
雲
給
油
所

■
八
雲
給
油
所

浜
口
　美
香

大
野
給
油
所

八
雲
整
備
工
場

■
八
雲
整
備
工
場

中
村
　コ
コ
ナ
大
野
給
油
所

せ
た
な
整
備
工
場

大
中
山
給
油
所
兼
大

中
山
ガ
ス
事
業
所

木
古
内
給
油
所

■
木
古
内
給
油
所
長

　主
幹

■
木
古
内
給
油
所

　主
任
　主
査

■
木
古
内
給
油
所

髙
橋
　勇
輔

佐
久
間
　珠
美

吉
田
　秀
光

経
済
事
業
部
経
済
事

業
課
係
長
　主
幹

大
中
山
給
油
所
兼
大

中
山
ガ
ス
事
業
所

主
査

上
ノ
国
給
油
所

（
株
）新
は
こ
だ
て
協
同

新

　
　任

氏

　
　名

旧

　
　任

新

　
　任

氏

　
　名

旧

　
　任

■
函
館
支
店

　主
査

田
代
　麗
華

八
雲
支
店
　主
査

定年延長制度について
　意欲と能力のある高齢職員が引き続き活躍できる場を確保すること、および長年培わ
れてきた経験・技術の継承や後輩指導の充実を図ることを目的として、令和7年度より2
年ごとに1歳ずつ段階的に定年退職年齢を引き上げ、令和15年には定年退職年齢が65
歳となります。

適 用 年 月 定年退職年齢
令和 7年4月～
令和 9年4月～
令和11年4月～
令和13年4月～
令和15年4月～

61歳
62歳
63歳
64歳
65歳
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WORK PLUS+
当ＪＡ職員について、趣味や好きなことを交えてご紹介します。

北斗営農センター　営農課
まつ もと　　  　る　  な

松本　瑠菜 職員（20歳）
Ｑ．業務において心掛けていることはなんですか？
Ａ．組合員さんと話す際は笑顔でいる事を心掛けています。
Ｑ．仕事においてやりがいを感じるときはどんな時ですか？
Ａ．業務を滞りなくスムーズに終えることができた時に成長と
　　やりがいを感じます。

■函館市出身　　　■令和６年４月に入組
■趣味はカメラ・読書
■主な業務／営農業務・女性部事務局

P R O F I L E

「カメラは最近購入しました。
初心者ですがこれから上達
していく予定です。」

「
函
館
市
の
香
雪
園
の
風
景
と

Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
本
店
駐
車
場

か
ら
撮
影
し
た
月
の
写
真
で
す
」

２０２６道南酪農セミナー開催「道南エリアの生乳増産へ」
　酪農生産部会は 3 月 2 日、「2026 道南酪農セミナー」を開催しました。第一部では、ホクレンの
奥村正敏氏より草地の維持管理について学びました。第二部では、北海道乳業（株）の田島英久
社長が今後の展望を講演しました。同社は鮮度重視の産地パックや全国一の練乳事業を強みとし、
令和 8 年の新工場着工や売上高 100 億円達成に向けた成長戦略を表明しました。物流コスト等の
課題に対し、地元・道南エリアでの生乳増産への期待も熱く語られました。
　セミナーを通じ、生産者からは協力的な意見が相次ぎ、増産に向けた機運が大きく高まりました。
JA としても、この機運を組織全体で共有し、生産者組織と連携して地域酪農の発展に向けた取り組
みをより一層加速させてまいります。

道南酪農セミナーに参加した生産者と関係者のみなさま
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Information

全国銀行協会・警視庁（2024）
不審に思ったら、直ちに警察110番・取引銀行へご連絡ください。

●留守番電話・迷惑電話防止機能などを活用して、
　犯人からの電話に出ないようにしましょう!!

●ATM･ネットバンキングの
　振込限度額を低く設定しておきましょう!! 重

要
重
要

考
え
ら
れ
る

対
策
考
え
ら
れ
る

対
策

STOP!
ATMでの

携帯電話

還付金を入金しますので
指示通りに操作してください

銀行通帳

預金が
減ってる!?

だまされた!

あなたに
逮捕状が

出ていま
す。

ビデオ通話をしたいので
トークアプリを登録してください

警察官を名乗るオレオレ詐欺にご注意ください!!警察官を名乗るオレオレ詐欺にご注意ください!!
ATMでの医療費・保険料の

還付は絶対にありません!!
ATMでの医療費・保険料の

還付は絶対にありません!!

ATMコーナーでの通話は控えましょう。
ATMコーナーで通話をしている人を
見かけたら声をかけましょう。

電話でニセ警察官が、 「あなたの口座が犯罪に使われている」
 「あなたに逮捕状が出ている」
等と不安をあおり、
ATMやネットバンキングで
お金を他人に振り込ませる手口が
発生しています。

「携帯電話を持って
 ATMへ」 は  詐欺 です！

警察官は、
スマホのビデオ通話で
警察手帳や逮捕状を提示することはありません。

感謝状を受け取った
大久保係長（中央左）と森井次長（中央右）

贈呈式の様子

詐欺被害を防ぎ警察から感謝状
　3月4日、特殊詐欺を未然に防いだとして、函館中央署で当ＪＡ七飯支店森井幸代次長と大久保智
子係長は北海道警察より感謝状を贈られた。
　1月23日、窓口営業時間外に「新函館農協七飯支店の職員を名乗る人物から、すぐに七飯支店
に来てほしい」という電話を受けた利用者が来店。事情を確認すると、役場から電話があり「年金
の還付金があると言われた」とのことであった。その後、来店者の携帯電話に「すぐ車に戻るように」
と指示する電話があったことから詐欺と判断し警察に通報。被害を食い止めました。
　当ＪＡは、今後も積極的に窓口での声掛けや確認を行い、詐欺被害等の未然防止に努めてまいり
ます。

Information
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Information

（
１
）
会
計
監
査
人
に
よ
る
期
末
監
査
結
果
に
つ
い
て

（
２
）
資
産
査
定
監
査
・
財
務
諸
表
監
査
・
第
１
回
内
部
監
査
結
果
に
つ
い
て

（
３
）
第
４
四
半
期
定
期
（
決
算
）
監
事
監
査
結
果
に
つ
い
て

（
４
）
職
員
の
退
職
に
つ
い
て

（
５
）
組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

（
６
）
第
７
次
中
期
経
営
計
画
に
係
る
２
年
目
（
令
和
７
年
度
）
総
括
に
つ
い
て

（
７
）
第
７
次
地
域
農
業
振
興
計
画
に
係
る
２
年
目
（
令
和
７
年
度
）
総
括
に
つ
い
て

（
８
）
令
和
７
年
度
経
営
定
期
点
検
年
間
実
施
報
告
に
つ
い
て

（
９
）
第
２
回
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
の
開
催
報
告
に
つ
い
て

（
10
）
機
構
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
11
）
機
構
変
更
に
伴
う
各
種
規
程
等
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

（
12
）
令
和
７
年
度
Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
組
合
賞
に
つ
い
て

（
13
）
物
流
情
勢
に
つ
い
て

（
14
）
広
域
ト
マ
ト
共
選
施
設
再
編
に
係
る
事
業
申
請
に
つ
い
て

（
15
）
令
和
７
年
度
決
算
（
（
株
）
新
は
こ
だ
て
協
同
）
に
つ
い
て

（
16
）
第
４
四
半
期
定
期
（
決
算
）
監
事
監
査
（
㈱
新
は
こ
だ
て
協
同
）
結
果
報
告
に
つ
い
て

（
17
）
令
和
８
年
度
事
業
計
画
基
本
方
針
及
び
事
業
計
画
〈
取
扱
・
収
支
〉
（
㈱
新
は
こ
だ
て
協
同
）
に
つ
い
て

報
告
事
項

第
2
回
理
事
会（
定
例
）

●
日
時
／
令
和
８
年
3
月
19
日（
木
）10
時
58
分
〜

　●
場
所
／
北
斗
市
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

理
事
会
開
催
報
告

第
１
号

　㈱
新
は
こ
だ
て
協
同
役
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

第
２
号

　北
海
道
農
業
信
用
基
金
協
会
へ
の
外
部
出
資
の
増
額
に
つ
い
て

第
３
号

　総
代
選
挙
の
取
り
進
め
に
つ
い
て

第
４
号

　広
域
役
員
候
補
者
推
薦
検
討
委
員
会
要
領
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
５
号

　コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
６
号

　特
別
調
査
委
員
会
等
設
置
要
領
の
制
定
に
つ
い
て

第
７
号

　マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
等
へ
の
対
応
に
関
す
る
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
８
号

　「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」
の
変
更
に
伴
う
理
事
会
決
議
並
び
に
総
代
会
報
告
に
つ
い
て

第
９
号

　令
和
８
年
度
信
用
供
与
の
限
度
額
の
設
定
並
び
に
貸
付
金
の
利
率
の
最
高
限
度
の
設
定
に
つ
い
て

第
10
号

　理
事
者
へ
の
貸
付
に
つ
い
て

第
11
号

　定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
12
号

　（
定
款
附
属
書
）
総
代
選
挙
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
13
号

　規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
14
号

　第
24
回
通
常
総
代
会
の
手
続
き
に
つ
い
て

第
15
号

　組
合
員
懇
談
会
の
提
案
事
項
に
つ
い
て

議
　
　案

・車庫や物置などの確実な施錠
・ガソリンが入った携行缶や灯油が入ったポリタンクは
　見えにくい場所に保管し、チェーンなどで固定
・防犯カメラの設置
・センサーライトの設置

盗まれない
ために

　中東情勢の緊迫化による原油価格の急騰により、

道内においてガソリン携行缶の盗難被害が発生して

おり、北海道警察が注意喚起を行っております。

　農業現場においては、灯油や軽油のホームタンク

からの盗難事件や当ＪＡ管内でもガソリンが入った

携行缶が盗まれる被害が発生していることから、各

施設等の盗難防止対策を徹底しましょう。

燃料の盗難被害が多発しています
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株式会社 新はこだて協同

長万部給油所の
業務変更について（ご案内）

定休日　：　日曜日

　日頃より当社各事業をご利用いただき誠にありがとうございます。
　令和８年５月1日より、業務体制見直しに伴い下記のとおり変更となりますので
ご案内申し上げます。
　ＪＡ組合員の皆様にはご不便をおかけしますが、何卒ご理解賜わりますようお願
い申し上げます。
　引続き、ホクレン長万部ＳＳをご愛顧賜りますようお願い申し上げます。

１．定休日の設定について

※定休日の電話対応は八雲給油所へ転送し対応いたします。

ピット作業日　：　毎週木曜日

３．ピット作業日の設定について

※作業は予約優先で対応いたします。

営業時間　：　8時00分～18時00分

２．営業時間の変更について

Information
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C O N T E N T S

JA新はこだて
ホームページ

№284
4月号
2026年

ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

新はこだて

LINE@やホームページで、各種お知らせやイベント情報などを発信しています！ ぜひ、ご覧ください！

第
2
8
4
号

電
話
／
0138-77-5557　

ＦＡ
Ｘ
／
0138-77-5563

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.ja-shinhakodate.jp/

編
　
集
／
本
店
 農
業
振
興
部
 営
農
企
画
課
　
　
印
　
刷
／
有
限
会
社
　
三
和
印
刷

令
和
8年
4月
10日
発
行

発
　
行
／
新
函
館
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
〒
041-1201 北

斗
市
本
町
1丁
目
1番
21号

編集後記

　女性部の研修会で「マンドゥバッグ」を作成しました！ベルベット調の
毛糸を使い、もこもこのかわいいバッグが出来上がりました　毛糸が
太いので簡単に編むことができ、YouTubeにも編み方が載っています
のでみなさんも挑戦してみて欲しいです　
 （茉）

緊急時の
ご連絡先
※業務時間内

（平日9時～１７時）には
ご契約の支店に
ご連絡ください。

お車の事故・トラブル
☎0120-258-931
（ＪＡ共済事故受付センター）

キャッシュカードや通帳の紛失・盗難
☎0120-944-904
（ＪＡバンクキャッシュカード紛失共同受付センター）

ＪＡクレジットカードの紛失・盗難
☎0120-159-674
（三菱ＵＦＪニコス㈱盗難紛失受付センター）

お車のレッカー・ロードサービス
☎0120-063-931
（ＪＡ共済サポートセンター）

JA CASH CARD

※ＪＡカード一体型の盗難・紛失においては、両方にご連絡ください。

今月号の表紙について

撮
影
場
所

品
　
　
目

濁
川
地
区
に
て
撮
影

き
ゅ
う
り

はこたまアルバム
マルメロード第150章

Ｄａｙ：2026.3.14

　いちごがおいしい季節になりま
した　いちごが食べられるお店を
探していたところ函館国際ホテル
内のカフェでいちごパフェを見つ
けました。美味しかったのですが
パフェはとっても甘いので紅茶は
砂糖抜きでも飲めました　いちご
　もビタミンたっぷり、紅茶も砂糖
抜き…体に良いですね

健康食材
活用

レシピ集
日本の伝統食材　みそ

みそじゃがバター団子

材　料 作り方4人分（16個）

※写真は盛り付け例

レシピ提供：みそ健康づくり委員会

みそ汁を飲みたいけど塩分が気になる……？

　みそ汁1杯の塩分は約1.2gとされていて、1日3
食飲んでもそれだけでは厚生労働省が示す塩分摂
取量の目標値（男性7.5g未満、女性6.5g未満）を上
回る心配はありません。ただし、日本人の食事は欧
米諸国に比べて塩分が多いとされているため、ナト
リウムを体の外に排出する働きがあるカリウムを含
む食品をみそ汁の具材にしてみるのも良いでしょ
う。例えば緑黄色野菜や芋類、海藻類などです。中で
もサトイモは、100g中に640mgの豊富なカリウム
が含まれています。

参考：みそ健康づくり委員会ウェブサイト

ジャガイモ………… 300g
　 みそ ………… 大さじ1
Ａ バター ……… 大さじ1
　 片栗粉 ……………40g
サラダ油………… 小さじ2
バター…………… 小さじ2

　 酒 …………… 大さじ1
Ｂ みりん ……… 大さじ1
　 しょうゆ …… 小さじ1

①ジャガイモは洗ってラップに包み、電子レンジ（600W）で3、4分加
　熱する。熱いうちに布巾などで包んで皮をつまむようにしてむき、
　ボウルに入れてマッシャーでつぶす。
②ジャガイモにAを加えて混ぜる。16等分して丸め、平たくする。
③フライパンにサラダ油とバターを入れて火にかけ、②を並べて両
　面とも焼く。こんがりと焼けてきたらBを混ぜ合わせて加え、よく
　煮絡めて出来上がり。




